
1

茶
花粉症とアレルギー(2)

ちくりんアカデミー・勉強会資料

Copyright © 2008 Chikurin-chaya All rights reserved

2008.02.17　於　船橋市・海神公民館

アレルギー様症状を持つ人の割合

Feb.17.2008
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花粉症の患者数：1300万人とも2000万人とも言われている

皮膚、呼吸器および目鼻のいずれかにアレルギー様症状があった者の割合
　平成１５年厚生労働省保健福祉動向調査より作成

抗アレルギー食品開発ハンドブック,p57　　

なんらかのアレルギー様症状がある人は、全体の35.9%(３人にひとり）

主な花粉症原因植物の開花時期

Feb.17.2008

Copyright © 2008 Chikurin-chaya All rights reserved2005年版鼻アレルギー診察ガイドライン・ダイジェスト,p7

アレルギーの治療

Feb.17.2008
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【アレルギー性鼻炎 花粉症の治療(2002年版鼻アレルギー診察ガイドライン)】

治療法の選択
◎ 花粉症
　　1 抗原回避は必ず行う
　　2 外来で可能な手術がおこなわれ有効性が報告されているが､レーザー手術､科学剤手術の翌年以降への
　　　　効果の継続は確認されていない｡ シーズン中の手術は避けるベキである｡
　　3 特異的免疫療法も選択肢のひとつであり杉の抗原は日本で唯一標準化されている｡
　　4 薬物療法は通年性アレルギーとほぼ同様に選択するが花粉症にたいして有用の 報告が多い方式を示す｡

◎ 症状が出る前から治療を始める場合(予防的治療法初期治療) 
　　1 第二世代ヒスタミン剤(抗ヒスタミン作用のある抗アレルギー剤、塩基性ヒスタミン拮抗剤) 
　　2 ケミカルメディエーター遊離抑制剤 どちらかを例年の症状の程度によって選択し花粉飛散終了まで続ける｡

◎ 症状が強くなってから治療を始める場合(導入療法) 
　　1 経口ステロイド剤(糖尿病や消化性潰瘍などの合併症がない患者のみに使用｡ただし1週間以内でやめる)
　　2 局所ステロイド剤
　　3 第二世代ヒスタミン剤(抗ヒスタミン作用のある抗アレルギー剤、塩基性ヒスタミン拮抗剤) 

　　　　重症度､病型から通年性アレルギーに準じて治療法選択｡
　　　　ただ1の経口ステロイド剤は最長2週間で中止｡ 2､3のどちらか､あるいは両方を続ける｡

治療薬による副作用、眠気などの問題
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アレルギー性鼻炎治療薬の副作用

Feb.17.2008

2005年版鼻アレルギー診察ガイドライン・ダイジェスト,p15

副作用がない成分による予防と症状の緩和が望まれる

理想的な機能性食品像

Feb.17.2008
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副作用がなく、日常摂取する食品に含まれる成分よる予防と症状の緩和が望まれる

理想的な機能性食品像

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ「知って得する緑茶効能の最前線」,p3

茶成分に注目した研究　(茶コンソーシアム　2001～2006年)
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http://vegetea.naro.affrc.go.jp/press/20051209/20051209-beni.html

「茶コンソーシアム」による研究

Feb.17.2008
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2001年9月～2006年3月末

研究課題：茶の抗アレルギー作用を利用した食品の開発

研究内容：「べにふうき」緑茶が含有する抗アレルギー成分「メチル化カテキン」に
関する基礎・臨床試験、「べにふうき」の茶葉特性解明試験を実施、「べにふうき」
緑茶を利用した飲食品開発

「べにふうき」の育成から商品化へ

Feb.17.2008
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栽培・加工マニュアルの作成による普及の推進

Feb.17.2008
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アサヒ飲料「べにふうき緑茶」

Feb.17.2008
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2007.02.07より　通信販売に加えて
　　　　　1都10県で数量限定で発売を開始
2008年は、1/15から全国発売を開始
　　　　価格も200円→160円(税込み)に

医薬品や特定保健用食品(トクホ)では
ないため、効果・効能の表記はできない

アサヒ飲料「べにふうき緑茶」

Feb.25.2007
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2007.02.07より　通信販売に加えて
　　　　　1都10県で数量限定発売を開始！

医薬品や特定保健用食品(トクホ)では
ないため、効果・効能の表記はできない

http://www.asahiinryo.co.jp/benifuuki/

「アレルギー」とは？
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生体を守るべき免疫システムが過剰に反応して、生体に不利益を被る反応
　　「(広義の)アレルギーとは、免疫反応に基づく生体に対する全身的または局所的な障害である」

　　　　　　　　　　　免疫　：　自己と非自己の識別と非自己の排除

Coombs & Gell　によるアレルギー反応の分類
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アレルギーの発症メカニズム

Feb.17.2008
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・体内に異種タンパク(抗原､アレルゲン)の浸入
・マクロファージが取り込む
・Ｔ細胞(リンパ球)に情報を伝達
・ヘルパーＴ細胞の活性化、インターロイキンの分泌
・Ｂ細胞の活性化によるＩｇＥ抗体の産生
・マスト(肥満)細胞に抗原が結合
・ヒスタミンなどの遊離
・過剰な免疫反応で、アレルギーが発症

抗アレルギー食品開発ハンドブック,p86　　

造血幹細胞の分化

Feb.17.2008

Copyright © 2008 Chikurin-chaya All rights reservedからだと免疫の仕組み ,p53　　

アレルギーマーチ

Feb.17.2008

Copyright © 2008 Chikurin-chaya All rights reserved抗アレルギー食品開発ハンドブック,p15　　

アレルギーマーチ
　　乳児期に食物アレルギーを合併したアトピー性皮膚炎患児では、

　　幼児期にダニやハウスダストに感作され、気管支喘息を発症する例が多く見られる

　　学童期になると、花粉などにも感作され、アレルギー性鼻炎を発症する例が見られる

　　　　　しかし、学童や成人で卵や牛乳に感作される例はまれである

食物アレルギー

Feb.17.2008

Copyright © 2008 Chikurin-chaya All rights reserved抗アレルギー食品開発ハンドブック,p14,19　　

食物アレルギーにおける即字型反応の症状

「金属アレルギー」とは？

Feb.17.2008
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金属アレルギー
　金属そのものは、アレルゲンとして作用することはない

　　　汗や唾液によりイオン化した金属が表皮や粘膜のタンパク質と結合して
　　　　異種タンパクとなり自己免疫系に認識されアレルギー症状を発症する
　　　　　　　（IgEは関与しない）
　　　
　　　　ニッケル、クロム、コバルト、水銀はアレルギーを起こしやすい
　　　　（チタンは起こさないと言われている）

花粉症

Feb.17.2008
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1961年　日本で最初の、ブタクサ花粉症が報告
1964年　杉花粉症が初めて報告(栃木県・日光市)

花粉症の患者数：1300万人(とも2000万人)とも言われている
発症年齢の低年齢化
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環境因子の変化とアレルギー疾患増加の関連性

Feb.17.2008
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アレルゲンの増加
食生活・栄養の変化
大気汚染の影響
感染症の減少
精神性ストレスの増加

アレルギー疾患と感染症の関係

抗アレルギー食品開発ハンドブック,p50

都市部と郡部におけるアレルギー様患者の比較

Feb.17.2008
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皮膚、呼吸器および目鼻の何れかにアレルギー様症状が
あった者についての都市部と郡部の比較
　　平成１５年厚生労働省保健福祉動向調査より作成

抗アレルギー食品開発ハンドブック,p58　　

アレルゲンの増加
食生活・栄養の変化
大気汚染の影響
感染症の減少
精神性ストレスの増加

アレルギーの予防・症状を緩和するには？

Feb.17.2008
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アレルゲンとの接触を避ける

過剰なIgE産生の抑制
IgEと受容体との結合の抑制
ヒスタミンの放出（脱顆粒）の抑制

何れかを抑制できれば、症状を緩和できる

×
×

×

メチル化カテキンの化学構造

Feb.17.2008
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3“-メチル化-EGCg

4“-メチル化-EGCg

ｴﾋﾟｶﾞﾛｶﾃｷﾝｶﾞﾚｰﾄ(EGCg)
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メチル化カテキンの含量(べにふうき)
Feb.17.2008
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特定の品種にのみ含まれる

摘採時期、加工・製造方法により含量は大きく変化する
　・二番茶以降に含量は増加し、秋冬番茶では2.5%になることもある
　・産地によっても異なる

静岡　秋冬番茶
九州　三番茶
沖縄　一番茶　が含有量が最も多い

　・一番茶期でも、茶葉の成熟に伴って増加する
　・下位のよく成熟した茶葉に多く含まれる（みる芽には少ない）
　・茎にはほとんど含まれていない（普通のカテキンは茎にも含まれる）
　・完全発酵では、消失する
　・長時間の蒸熱により含量は減少する
　・釜炒りでも、温度を上げすぎると含量は減少することがある
　・高温の火入れでも減少、180℃25分の処理で、40％減少

苦渋味は、火入れ加工により低減する
　過度の火入れは、有効成分の減少・変化(酸化重合）

http://vegetea.naro.affrc.go.jp/press/20051209/20051209-beni.html
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特定の品種にのみ含まれる

摘採時期、加工・製造方法により含量は大きく変化する
　・二番茶以降に含量は増加し、秋冬番茶では2.5%になることもある
　・産地によっても異なる

静岡　秋冬番茶
九州　三番茶
沖縄　一番茶　が含有量が最も多い

　・一番茶期でも、茶葉の成熟に伴って増加する
　・下位のよく成熟した茶葉に多く含まれる（みる芽には少ない）
　・茎にはほとんど含まれていない（普通のカテキンは茎にも含まれる）
　・完全発酵では、消失する
　・長時間の蒸熱により含量は減少する
　・釜炒りでも、温度を上げすぎると含量は減少することがある
　・高温の火入れでも減少、180℃25分の処理で、40％減少

苦渋味は、火入れ加工により低減する
　過度の火入れは、有効成分の減少・変化(酸化重合）

メチル化カテキンの含量(べにふうき)
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メチル化カテキン
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摘採日とメチル化カテキンの含量(べにふうき)
Feb.17.2008

Copyright © 2008 Chikurin-chaya All rights reserved「べにふうき」緑茶の抗アレルギー効果を探る,p6

べにふうき中メチル化カテキンの塾度よる変動
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茶期とメチル化カテキンの含量(べにふうき)
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・二番茶以降に含量は増加し、秋冬番茶では2.5%になることもある
　・産地によっても異なり

静岡　秋冬番茶
九州　三番茶
沖縄　一番茶　が含有量が最も多い
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特定の品種にのみ含まれる

摘採時期、加工・製造方法により含量は大きく変化する
　・二番茶以降に含量は増加し、秋冬番茶では2.5%になることもある
　・産地によっても異なる

静岡　秋冬番茶
九州　三番茶
沖縄　一番茶　が含有量が最も多い

　・一番茶期でも、茶葉の成熟に伴って増加する
　・下位のよく成熟した茶葉に多く含まれる（みる芽には少ない）
　・茎にはほとんど含まれていない（普通のカテキンは茎にも含まれる）
　・完全発酵では、消失する
　・長時間の蒸熱により含量は減少する
　・釜炒りでも、温度を上げすぎると含量は減少することがある
　・高温の火入れでも減少、180℃25分の処理で、40％減少

苦渋味は、火入れ加工により低減する
　過度の火入れは、有効成分の減少・変化(酸化重合）

メチル化カテキンの含量(べにふうき)
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蒸熱時間とメチル化カテキンの含量(べにふうき)
Feb.17.2008
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べにふうき中メチル化カテキンの蒸熱時間による変動
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メチル化カテキン

火入れ条件とメチル化カテキンの含量(べにふうき)
Feb.17.2008
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べにふうき中メチル化カテキンの火入れ温度による変動

苦渋味は、火入れ加工により低減するが、
　過度の火入れは、有効成分の減少・変化(酸化重合）
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メチル化カテキン
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EGCg(純品)ｶﾌﾟｾﾙ投与群 ﾎﾟﾘﾌｪﾉﾝEｶﾌﾟｾﾙ投与群
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なぜ、「メチル化カテキン」なの？

Feb.17.2008
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・吸収されやすい　(EGCgの5～6倍)
・血中での減少率が低い
・脂溶性もＥＧＣｇの約1.4倍

　AUC:Area Under Curve
　　　(血中濃度時間曲線下濃度)

茶カテキン摂取後の血漿中濃度
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　AUC:Area Under Curve
　　　(血中濃度時間曲線下濃度)

なぜ、「メチル化カテキン」なの？

・吸収されやすい　(EGCgの5～6倍)
・血中での減少率が低い
・脂溶性もＥＧＣｇの約1.4倍

2008.01.24野菜茶業研究所公開シンポジウム　
　　新しいカテキンの力！　高メチル化カテキン｢べにふうき」緑茶の機能と新製品開発

メチル化カテキンの体内動態

Feb.17.2008
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・吸収されやすい　(EGCgの5～6倍)
・血中での減少率が低い
・脂溶性もＥＧＣｇの約1.4倍
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脂溶性が高くなる（１．４倍）　=タンパク質と相互作用しやすくなる
抗アレルギー作用が強くなる
メチル化カテキンの抱合体の抗酸化活性は、EGCgより高い

　　　経口投与による吸収性は、やや低下(マウス）
「べにふうき」緑茶の抗アレルギー効果を探る,p13
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・吸収されやすい　(EGCgの5～6倍)
・血中での減少率が低い

・脂溶性もＥＧＣｇの約1.4倍

浸出温度とメチル化カテキンのヒスタミン遊離抑制効果

Feb.17.2008
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高温で浸出するほどヒスタミン遊離抑制効果が高い

抗アレルギー食品開発ハンドブック,p　　

抽出条件とヒスタミン遊離抑制率との関係
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メチル化カテキン

抽出条件とメチル化カテキンの抽出率

Feb.17.2008
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2008.01.24野菜茶業研究所公開シンポジウム　
　　新しいカテキンの力！　高メチル化カテキン｢べにふうき」緑茶の機能と新製品開発

30～120秒蒸して製茶された｢べにふうき｣一番茶、二番茶を使用

アレルギー性鼻炎の症状改善効果：34mg/day　
　→　メチル化カテキン含有量1.5%の茶葉3.8gを400mLの水で５分以上煎じる

メチル化カテキンの作用点

Feb.17.2008
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細胞内の情報伝達系を阻害することで、マスト細胞の活性化を抑制
好酸球の遊走、炎症物質の放出を抑制

http://vegetea.naro.affrc.go.jp/press/20051209/20051209-beni.html
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メチル化カテキンの作用点

Feb.17.2008
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メチル化カテキンの抗酸化作用だけでは説明できない

↓

　　茶カテキンと特異的に結合して生理作用を伝達する分子の関与の可能性

↓

　　緑茶カテキン受容体（６７LR)を発見、

↓

　メチル化カテキンの抗アレルギー作用においても関与を確認

http://vegetea.naro.affrc.go.jp/press/20051209/20051209-beni.html

通年性アレルギーと季節性アレルギーへの効果

Feb.17.2008
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6ヶ月以上の投与で、自覚的にも客観的にも改善効果あり

アトピー性皮膚炎では、即効性はないものの改善効果が認められた
　　　　　　血液中のＩｇＥ総量、抹消血好酸球数の減少

http://vegetea.naro.affrc.go.jp/press/20051209/20051209-beni.html

｢べにふうき緑茶｣飲料の通年性アレルギー性鼻炎に対する軽減効果

Feb.17.2008
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2008.01.24野菜茶業研究所公開シンポジウム　
　　新しいカテキンの力！　高メチル化カテキン｢べにふうき」緑茶の機能と新製品開発

茶成分による通年性鼻アレルギーの症状緩和

Feb.17.2008
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メチル化カテキンを含まない品種でも、ヒスタミンの放出を抑制

　　・茶に含まれる抗アレルギー成分：　茶カテキン、カフェイン、サポニン、ストリクチニン
　　・茶カテキンの代謝により生成するメチル化カテキン
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ストリクチニン
「べにふうき」等の乾燥茶葉中に0.5％程度含有

http://www.kao.co.jp/corp/news/2006/1/n20060203-01re.html

高濃度茶カテキン飲料（茶カテキン約588mg/340ｇ缶）を、１日１本、４週間継続して摂取

　　一般緑茶飲料（茶カテキン約126mg/340ｇ缶）に比べて有意に、１日のくしゃみと鼻をかんだ回数の減少効果
（試験期間中、副作用などの影響は認められなかっｔた）

高濃度茶カテキン飲料が、アレルギー性鼻炎を改善　継続摂取により、くしゃみ・鼻水が減少

Feb.17.2008

Copyright © 2008 Chikurin-chaya All rights reserved

最近の通信教育テキストでの代謝に関する記載

Feb.17.2008

Copyright © 2008 Chikurin-chaya All rights reserved日本茶インストラクター　通信教育テキストⅡ ,p104
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「べにふうき」利用における苦渋味抑制

Feb.17.2008
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・メチル化カテキンの吸収を阻害しない
・苦渋味の低減効果が大きい
・茶の味をできるだけ阻害しない
・そのものがアレルギーの原因とならない

http://vegetea.naro.affrc.go.jp/press/20051209/20051209-beni.html

http://www.morinaga.co.jp/

べにふうき緑茶キャンディ

http://vegetea.naro.affrc.go.jp/press/20060428/20060428.html

～野菜茶業研究所と（株）寺田製作所が共同開発～

　茶の機能性成分が注目される中、妊産婦や乳幼児のカフェイン摂取も念頭においておく必要があり、そのため低カフェイン茶が望まれています。
独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構野菜茶業研究所（三重県津市、所長　門馬信二）と株式会社　寺田製作所（本社静岡県島田市、
社長宮﨑金苗）は、共同で茶葉の低カフェイン処理機（ＬＣＴ１６０００１）を開発しました。

　茶葉（生葉）に熱湯シャワーをあてるという新しい方法で、従来の方法と異なり、含有されるカテキン類、アミノ酸類を減少させることなく、カフェインを

６０％以上除去する機械です。
　当機械は農林水産省高度化事業（参考参照）の助成による共同研究により開発されました。

【機械性能】
1. ＬＣＴ１６０００１は、茶葉（生葉）に熱湯シャワーをあてながらカフェインを除去する装置です。
2. 処理により、含有されるカテキン類、アミノ酸類を減少させることなく、カフェインを６０％以上除去します。
3. 熱水タンク容量が少なくて済み、所定温度に達する時間が短く効率的です

4. 安定した条件の下で処理可能であり、安定したカフェイン除去効率を実現します。
5. 処理装置は汚れる事が少なく、洗浄が短時間で済みます。
6. 処理茶葉は、そのまま粗揉(そじゅう)工程に投入し、製茶することができます

茶葉の低カフェイン処理機

Feb.17.2008

Copyright © 2008 Chikurin-chaya All rights reserved

低カフェイン「べにふうき」緑茶

Feb.17.2008

Copyright © 2008 Chikurin-chaya All rights reserved
2008.01.24野菜茶業研究所公開シンポジウム　
　　新しいカテキンの力！　高メチル化カテキン｢べにふうき」緑茶の機能と新製品開発

生葉を湯通しor熱水シャワー処理することで、カフェインのみが選択的に溶出
　　　他の成分はそのままに、低カフェイン化が可能

｢べにふうき｣とショウガの併用による増強効果

Feb.17.2008
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2008.01.24野菜茶業研究所公開シンポジウム　
　　新しいカテキンの力！　高メチル化カテキン｢べにふうき」緑茶の機能と新製品開発

メチル化カテキンの二量体

Feb.17.2008

Copyright © 2008 Chikurin-chaya All rights reserved

べにふうき中に、これまで20種類近くの二量体が同定されている

　カテキンは、酸化された後の生成物（重合体）にも抗酸化力があり、
メチル化カテキン構造を持つ２量体にもヒスタミン遊離抑制効果が見つかっている

　ウーロン茶、紅茶としての利用の可能性を示唆
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殺菌によるメチル化カテキンの異性化

Feb.17.2008
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3“-メチル化-EGCg 3“-メチル化-GCg
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「べにふうき」緑茶の抗アレルギー効果を探る,p6
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炭素原子の立体化学

Feb.17.2008
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3“-メチル化-EGCg 3“-メチル化-GCg
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http://www.japanfoods.co.jp/outline/p_line.html

お茶の抽出

充填

純水 調合タンク

ＵＨＴ殺菌

ＰＥＴ飲料の製造工程(一例)　

Ｊｕｌ.　29, 2006

Copyright © 2008 Chikurin-chaya All rights reserved

http://www.japanfoods.co.jp/outline/p_line.html

レトルト殺菌

缶飲料の製造工程(一例)

Ｊｕｌ.　29, 2006

Copyright © 2008 Chikurin-chaya All rights reserved

殺菌条件とメチル化カテキンのヒスタミン遊離抑制効果

Feb.17.2008
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　Control　　UHT殺菌 　レトルト殺菌
　　　　未加熱　　135℃×30秒　　　120℃×10分

殺菌条件と濃度依存的ヒスタミン遊離抑制率との関係殺菌条件と液中メチル化カテキン含量との関係

「べにふうき」緑茶の抗アレルギー効果を探る,p6

GCg3”Me含量と同じ傾向

アトピー性皮膚炎

Feb.17.2008
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・皮膚表面の皮脂成分が不足した乾燥肌
　　→　角質層が崩れ、バリア性が低下
　　→　細菌、ウィルス、汚れ、アレルゲンの侵入

・アレルギーの炎症を起こしやすい体質

正常な肌と乾燥肌の比較

2008.01.24野菜茶業研究所公開シンポジウム　
　　新しいカテキンの力！　高メチル化カテキン｢べにふうき」緑茶の機能と新製品開発

(ワセリンのみ)

｢べにふうき｣エキスクリームによる臨床試験

Feb.17.2008
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2008.01.24野菜茶業研究所公開シンポジウム　
　　新しいカテキンの力！　高メチル化カテキン｢べにふうき」緑茶の機能と新製品開発

小児２８名で、｢べにふうき｣入り保湿剤の効果を試験

症状コントロールに使用するステロイド外用剤使用量の変化

縦軸は、外用量のステロイドの強度を乗じた
計数の観察期からの減少量

ステロイド外用量が多い(重症の)方ほど、
べにふうきエキスクリームとの併用により
使用量の減少量が多くなる

試験開始と時のステロイド外用剤の使用量


